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　本学がリーダーシップを取り、関係機関との広範な連携の下、全
県の医療をコントロールし、他県に先駆けていち早く効率的な災害
医療体制を構築したことは、日本のみならず世界の災害医療モデ
ルとして注目を集めた。
　大震災を経験した医療機関として、全国に災害時の地域医療
支援モデルとして以下のことを提言した。
①基幹病院の整備と「病診」、「病福」連携の推進、②遠隔医療
システムの整備、③災害時地域医療支援教育センターの設置、④
エネルギー自己完結型の災害拠点病院の構築。

　平成23年（2011）9月、「災害医学講座」設置。多種多様なシ
ミュレーション設備を活用して、災害時の医療支援に携わる教育
活動を展開している。災害時地域医療支援教育センターと連携
して、学内外の災害医療従事者向けの研修会も開催している。
　平成25年（2013）より日本災害医療ロジスティックス研修を展
開。災害時の医療の基礎を学ぶ「ロジスティクス講義」、ワーク
ショップスタイルの「机上演習」、通信確保と衛星電話実習等を
学ぶ「通信実習」、東日本大地震津波規模の災害が発生したと
いう想定のもとで行われる「実践研修」など、充実した研修内容
で参加者全体のロジスティクス能力の向上を図っている。

全国に新地域医療支援モデルを発信
全県をあげた医療体制・医療の現場から
新しい地域医療モデルの構築へ

災害教育から人材育成へ。
真の総合医療を学ぶ場づくりを

̶災害医療は究極の総合医療という信念

災害時地域医療支援教育センター

　四国4県に匹敵する広大さに加え、特有の地形から交通の難所
が多く地域格差が生じやすい岩手県において、救急患者の迅速
な広域搬送を可能とするため、岩手県からドクターヘリ導入促進
事業の運用を受託。ドクターヘリ基地ヘリポート・格納庫が平成
24年（2012）3月30日に完成、５月８日に本格運航を開始した。
　また、情報の共有（提供）を迅速かつ正確に行うため、「いわ
て医療情報連携システム・遠隔医療システム」を構想。医療情
報を連携させ、あたかも1つ
の大きな病院のように診療
できるシステムを本学と久
慈病院、宮古病院、釜石病
院、大船渡病院との間に構
築し、検証を進めている。

被災地の医療支援活動の拠点として、さまざまな災害に対応できる人材の
育成に資する災害時地域医療支援教育センター・マルチメディア教育研究
棟。岩手県内の55万人を超える診療情報データが一元管理されている

平成26年（2014）7月に開催された第2回ロジスティックス研修

震災後の取り組み  いわて過疎地被災地新医療モデル

発進基地（矢巾キャンパス）
当番医師・看護師が待機消防からの要請に

応じ直ちに発進。

事故発生

搬送

搬送

屋上ヘリポートに着陸し、患者さ
んを救急車へ引き継ぎ

事故現場から到着した救急車と合
流し、現場で処置→患者さんをヘリ
で搬送

事故現場近くのランデブーポイント
（場外離着陸場）

本学附属病院近隣のランデブーポイント
（岩手県盛岡東警察署屋上ヘリポート）

本学附属病院
にて患者さんを
受け入れ

ドクターヘリ発信基地方式の概念図

本学附属病院

貴重な体験を共有し次世
代に伝えるべく、平成28年
（2016）3月11日に『東日
本大震災津波活動記録
集』を発刊した
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絵ハガキで辿る医大史
明治33年（1900）から
一般に製作や使用が広まったという絵ハガキ。
この絵ハガキは当時の様子を克明に示すものであり、
何を誇りに感じていたかが伺える貴重な資料でもある。

昭和初期につくられた絵ハガキの封筒。新築記念、
開校記念など、節目節目に絵ハガキが発行されて
いたことがわかる。

明治30年(1897）4月20日、岩手県から旧岩手病院を借り
受け開設した私立岩手病院。医学講習所・産婆看護婦養
成所も併設していた。円内は創立者・三田俊次郎。

岩手病院正門

盛岡市内丸に建設された岩手医学専門学校附属岩手
病院本館。円内は岩手医学専門学校附属医院となっ
た際に院長に就任した佐藤三千三郞。

附属病院本館正面

岩手病院初代院長・杉立義郎の
胸像除幕式は、昭和2年（1927）5
月25日、病院中庭で行われた。岩
手県知事、盛岡高等農林学校校
長、盛岡市会議員、盛岡市医師
会長などが来賓に名を連ねた。三
田院長は「我々はその盛徳を永く
記念せんがために胸像を建立し
た」と挨拶で語った。

岩手病院長杉立先生銅像

岩手病院歯科診療室 岩手病院耳鼻咽喉科診療室

三田院長から引き継いだ遊佐
良雄眼科部長が眼科を仕切っ
ていた。

金野巌部長が耳鼻咽喉科を仕切っていた。患者の
服装にその時代を感じさせる。

昭和2年（1927）、多田清歯科部長が設備が整った診療
室で治療を行っている。

岩手病院眼科診療室

三田院長は、レントゲンに早くから注目していた。大正
7年（1918）には欧州留学中の三田院長の弟の三田源
四郎の手を通じて、当時の最新式X線装置をドイツか
ら購入している。右側は工藤祐三内科部長。

岩手病院レントゲン科診療室

明治30年(1897）4月20日、岩手県から旧岩手病院を借り

岩手県庁から見た岩手医学専門学校の全景と考えられる。後方
に雄大な岩手山が広がっている。右手の建物は日赤盛岡支部。

岩手医学専門学校全景

岩手病院長杉立先生銅像

盛岡市内丸に建設された岩手医学専門学校附属岩手

岩手病院初代院長・杉立義郎の
胸像除幕式は、昭和2年（1927）5
月25日、病院中庭で行われた。岩
手県知事、盛岡高等農林学校校
長、盛岡市会議員、盛岡市医師
会長などが来賓に名を連ねた。三
田院長は「我々はその盛徳を永く
記念せんがために胸像を建立し
た」と挨拶で語った。

標本室（左） と病室（右）

医療にとって大切な基礎資料となる標本が完備され
ていた。　木の短歌「ドア推してひと足出れば / 病
人の目にはてもなき / 長廊下かな」を思わせる廊下
は、現 1号館に現存する。

昭和初期に発行された絵ハガキに、
当時の誇りの在処をひもとく。

昭和初期につくられた絵ハガキの封筒。新築記念、昭和初期につくられた絵ハガキの封筒。新築記念、
開校記念など、節目節目に絵ハガキが発行されて
いたことがわかる。

絵ハガキを入れた封筒

建物と建学の功労者

最新の技術を取り入れた医療現場

昭和2年（1927）岩手病院
「新築建像絵葉書」

昭和3年（1928）岩手医学専
門学校「開校記念絵葉書」

昭和12年（1937）岩手医学
専門学校「創立十周年記念」
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人骨などの標本を用いて人体構造の理解を深める実
習。学生は皆真剣な表情で実習を受けている。

解剖学教室二於ケル標本示説

教室（左）と講堂（右）

岩手病院から望む秀峰岩手山。屋上にあった釣り鐘は、定時に鳴らされた岩手病院の象徴的存在。
ここから盛岡駅までの市街地を一望できたという。

岩手病院屋上運動場ヨリ岩手山ヲ望ム
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岩手病院から望む秀峰岩手山。屋上にあった釣り鐘は、定時に鳴らされた岩手病院の象徴的存在。

岩手病院屋上運動場ヨリ岩手山ヲ望ム

人骨などの標本を用いて人体構造の理解を深める実

教室を埋め尽くす医学生たちの勉学のようすが撮さ
れた１枚。日々熱気に満ちた講義が行われていた。

葛西萬司の設計による岩手医学専門学校附属
医院の大講堂。貴重な講演などが行われた。

顕微鏡実習室二於ケル標本示説

教室を埋め尽くす医学生たちの勉学のようすが撮さ
れた１枚。日々熱気に満ちた講義が行われていた。

解剖学教室二於ケル標本示説 顕微鏡実習室二於ケル標本示説

「誠の医療人」を育てた学舎


